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 済生会神奈川県病院予防医療センター 

センター長   土居 正和 

 

センター長挨拶 

 

予防医療センターでは「予防から治療まで」一貫して皆様の健康維持をサポートすることを使命

と考え、日々の健診業務に携わっております。 

健診は、将来起こるかもしれない「病気の危険因子」を早期に発見することで早期治療につなが

る近道と考えます。 

私どもは、健診を提供するだけではなく、受診された皆様が健診結果を有効に活用されるよう、

精密検査が必要な方に対し安心して地域の医療機関、または当院外来をご受診いただける連携体制

を構築し、充実した情報提供並びにサポートを行っております。また、生活習慣病改善のための健

康支援、保健師や管理栄養士による充実したフォローアップ体制も整えております。 

予防医療センターでは、地域の皆様に質の高い予防医療を提供するため、日々精進してまいりま

すので、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

予防医療センター基本方針 

地域住民の健康維持・増進に貢献するため 

地域の医療機関と連携し 

質の高い予防医療を提供します 

 

①  個人を大切にし、皆さまに選ばれる施設を目指します 

②  予防医療連携を推進し、一人ひとりに最適な健康支援を行います 
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１． 施設概要 

１）事業概要 

（１）健診・健康支援事業 

・一日人間ドックバリウムコース 

・一日人間ドック胃カメラコース 

・脳ドック 

・全国健康保険協会（協会けんぽ）人間ドックおよび一般健診 

・生活習慣病健診 

・定期健康診断 

・特定健診 

・がん検診 

・契約けんぽ各種健診 

・オプション検査 

（２）特定保健指導 

 

２）施設認定 

・日本人間ドック学会人間ドック健診施設機能評価認定施設 

 

３）人員構成 

センター長：医師 1名 

保健師 2 名、看護師 2 名、管理栄養士 1 名、事務 12 名 

 

２．健診受診者状況 

１）2020 年度月別受診者推移 
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２）2020 年度人間ドック受診者地域性 

 

 

 

受診者総数 人間ドック受診者数 がん検診受診者数

2020年4月 392 61 5

2020年5月 313 34 0

2020年6月 419 194 14

2020年7月 489 180 23

2020年8月 436 104 19

2020年9月 612 198 40

2020年10月 835 214 96

2020年11月 754 147 30

2020年12月 810 129 43

2021年1月 624 114 44

2021年2月 622 90 43

2021年3月 666 109 43

合計 6,972 1,574 400

横浜市

73%

川崎市

8%

その他県内

12%

東京都

5%

埼玉県

1%
その他県外

1%

2020年度地域別人間ドック受診者割合

横浜市 川崎市 その他県内 東京都 埼玉県 その他県外

横浜市内 神奈川区 鶴見区 港北区 保土ケ谷区 緑区 旭区 港南区 青葉区 南区

人数 441 148 113 42 33 45 35 30 39

戸塚区 中区 都筑区 金沢区 西区 泉区 磯子区 瀬谷区 栄区

35 20 31 23 32 31 23 14 7

その他 川崎市 神奈川県内 東京都 その他県外

人数 129 193 86 14
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2020 年度は新型コロナウイルス感染症により受診者数は 2019 年度の 7,807 人より減少したもの、緊急

事態宣言解除後、下期に予約が増加し 2018 年度の 6,836人を上回る結果となった。 

また、人間ドック受診者は例年約 70％が横浜市内在住となっており、地域住民の受診が定着してきたと

考えられる。 

 

 

3.健診実績 

1）精密検査受診状況 

 受診者総数 6,972 名中、精密検査対象者は 2,874名であった。その内、受診をした件数は 1,494 名で

精検受診率は 52.0％と昨年度より低下した。新型コロナウイルス感染症拡大による受診控えが影響して

いると思われる。 

（1）精密検査対象者 年齢分布 

 
 

（2）精密検査受診状況 
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2018年度 6836 2939 1520 51.7%

2019年度 7808 2701 1589 58.8%

2020年度 6972 2874 1494 52.0%

年度
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（3）精密検査受診結果内訳 

 
 

（4）臓器別悪性疾患発見数 

 悪性所見の発見数は、以下の通りである。 

 
 

3）今後の健診の役割について 

受診控えの影響も考えられるが、精検受診率が 52.0％と低い。（参考：がん種別全国値 精検受診率 乳

がん検診 88.8％、肺がん検診 83.5％、胃がん検診（MDL）81.8％、子宮頚がん検診 75.2％、大腸がん

検診 70.7％） 

本来の健診機関の役割である早期発見・早期治療の効果が十分に発揮できていないと考えられるため、

受診勧奨の案内などについて改善を検討していく必要があると考える。 
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4%
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4.検査別受診者状況 

1）胸部単純 X 線検査 

(1)胸部単純 X 線検査 年齢区分 

 
 

(2)胸部単純 X 線検査 判定内訳 

 
(3)年度別 胸部単純 X 線検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 5527 189 3.4 117 61.9 1 0.0 0.5 
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77.8%
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経過観察（6ヶ月）

0.5%

経過観察（1年）

14.4%

要治療

0.1%

要精査

3.3%

治療中

0.1%

異常なし

軽度異常

経過観察（6ヶ月）

経過観察（1年）

要治療

要精査

治療中
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
 

 (5)悪性疾患詳細 

コース 性別 年齢 経過 

人間ドック 女性 70 肺がん疑い 気管支鏡実施予定 

人間ドック以外 女性 36 神経原性腫瘍：みなと赤十字病院へ紹介。 

 

 

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

びまん性浸潤影 3 ごく軽度の無気肺 1 異常なし 38

びまん性網状影 8 びまん性汎細気管支炎疑い 1 記載なし 39
ブラまたは嚢胞影 1 悪性所見なし 2 経過観察 16
異常陰影 53 以前の肺炎の瘢痕陰影の可能性 1 治療中 2
異常影陰 1 異常なし 8 受診報告 4
円形陰影 2 異常陰影 1 要精密検査 17
炎症の治癒像 15 右上肺野結節 1
炎症の治癒像疑い 1 右上葉肺炎後石灰化 1
横隔膜の腫瘤影 1 右肺動脈拡大 1
気管偏位 1 炎症性陰影 1
気胸 1 炎症性瘢痕 1
気胸疑い 1 横隔膜ヘルニア 1
胸水 4 器質化肺炎、放射線肺炎疑い 1
胸壁の腫瘤影 3 記載なし 61
胸膜の腫瘤影 1 胸部異常陰影 1
限局性浸潤影 13 胸膜肥厚 1
孤立性結節影 49 極軽度の板状無気肺 1
縦隔の腫瘤影 10 結核感染後の陳旧性変化 1
縦隔の石灰化影 1 左下肺に結節陰 1
縦隔拡大 2 左肺底部小結節 1
心陰影の拡大 8 上葉優位型肺線維症疑い 1
線状・索状影 24 新型コロナ肺炎後遺症陰影 1
多発性結節影 1 神経原性腫瘍 1
肺線維症疑い 1 繊維腺腫疑い 1
良悪を判断すべき肺腫瘤疑い 6 多発肺結節 1
術後変化 1 多発斑状影、結節影 1
脊椎後・側弯症 1 陳旧性炎症 1
肺切除術後 1 陳旧性炎症性変化 4

粒状影 1 陳旧性炎症性瘢痕 1

胸骨縦切開術後 2 陳旧性肺結核 2
網状陰影 1 肺がん 1
右乳房の変形（疑） 1 肺気腫 3

肺腫瘤疑い 2
肺尖部線維化 1
肺野の炎症性変化 1
板状無気肺 1
非結核性抗酸菌病疑い 1
慢性気管支炎 1
慢性的な炎症の可能性 1
両側肺尖部陳旧性炎症背変化 1
肋軟骨の石灰化 1

合計（延べ数） 219 合計（延べ数） 116 合計 116
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2）上部消化管 X 線検査（胃透視検査） 

(1) 上部消化管 X 線検査（胃透視検査） 年齢区分 

 
 

(2) 上部消化管 X 線検査（胃透視検査） 判定内訳 

 
 

 

(3)年度別 上部消化管 X 線検査（胃透視検査） 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 1448 31 2.1 17 54.8 1 0.1 3.2 
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
 

(5)悪性疾患詳細 

コース 性別 年齢 所見内容 受診先 診断名・経過 

人間ドック 

以外 
男 71 

幽門前庭部 

圧排像胃体部

～胃前庭部 

胃炎 胃がん 

自院 

リンパ節転移、多発肝転移を認め、胃前

庭部癌、stageⅣ：化学療法 治療病院は

家族の事情により他院で行う予定 

 

 

 

 

  

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

バリウム斑 2 胃底腺ポリープ 1 異常なし 7

圧排像 2 記載なし 7 経過観察 4

胃炎 12 診断名なし 3 受診報告 2

伸展不良 2 異所性粘膜 1 要精密検査 2

透亮像 23 胃がん 1 要治療 2

粘膜不整 4 病理所見は良性、ピロリ菌は陰性 1

gastritis(G-1)、H.P.(-) 1

合計（延べ数） 45 合計（延べ数） 17 合計 17

逆流性食道炎LA-B、食道裂

孔ヘルニア、びらん性胃炎
1

軽度の裂孔、GERD、M、

胃底腺ポリープ
1
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3）上部消化管内視鏡検査 

(1) 上部消化管内視鏡検査 年齢区分 

 
(2) 上部消化管内視鏡検査 判定内訳 

 
 

(3)年度別 上部消化管内視鏡検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 1849 29 1.6 20 69.0 3 0.2 10.3 
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男 女

異常なし

3.6%

軽度異常

73.3%

経過観察（６ヶ月）

0.1%

経過観察（１年）

21.5%

要治療

0.4%

要精査

1.1%

異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年）

要治療

要精査
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
 

 

(5)悪性疾患詳細 

コース 性別 年齢 所見内容 受診先 診断名・経過 

人間ドック 男性 46 中咽頭腫瘍 大口東総合病院 精査の為他院紹介 

人間ドック 

以外 

女性 73 胃腫瘍 自院 進行癌 

女性 54 食道びらん 自院 表在型食道がん 

 

 

 

 

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

バレット食道 6 15-18mm胃角部大弯GIST疑い 1 異常なし 5

びらん性胃炎 8 胃粘膜下腫瘍 1 経過観察 6

胃びらん 1 記載なし 2 要精密検査 4

胃憩室 1 喉頭肉芽腫症 1 要治療 5

胃腫瘍 1 中咽頭腫瘍 1

胃潰瘍 3 ヘリコバクターピロリ胃炎 1

胃潰瘍瘢痕 2 胃粘膜下腫瘍 1

胃底腺ポリープ 4 下咽頭腫瘍疑い 1

胃粘膜下腫瘍 4 記載なし 1

萎縮性胃炎 8 逆流性食道炎 1

咽頭腫瘍疑い 1 十二指腸潰瘍 1

逆流性食道炎 16 十二指腸粘膜下腫瘍 1

左声帯ポリープ疑い 1 診断名なし 4

十二指腸炎 3 進行癌 1

十二指腸憩室 1 生検classⅠ 1

十二指腸潰瘍・瘢痕 3 表在型食道がん 1

十二指腸粘膜下腫瘍疑い 1

食道びらん 1

食道腫瘍 1

食道静脈瘤 1

食道潰瘍（疑い） 1

食道粘膜下腫瘍 1

食道裂孔ヘルニア 19

中咽頭ポリープ 1

表層性胃炎 3

迷入膵 1

合計（延べ数） 93 合計（延べ数） 20 合計 20
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4）便潜血検査 

(1) 便潜血 年齢区分 

 
 

(2) 便潜血 判定内訳 

 
 

(3)年度別 便潜血検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 4733 275 5.8 114 42.2 3 0.1 1.1 
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経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年）

要治療

要精査

治療中
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精検後の経過 件数 

異常なし 48 

記載なし 4 

経過観察 28 

受診報告 1 

要治療 26 

要精密検査 9 

合計 116 

 

 

 

精検結果 件数 

S 状結腸の小ポリープ 1 

S 状結腸ポリープ 1 

Ｓ状結腸ﾎﾟﾘｰﾌﾟ 1 

S 状結腸腺腫 1 

UC・大腸ポリープ 1 

クローン病 1 

クロン病治療中 1 

ポリープ切除 1 

横行結腸癌 stageⅡ 1 

過形成ポリープ 1 

過形成ポリープ、大腸腺腫症 1 

過形成性ポリープ 1 

外痔・内痔 1 

記載なし 21 

憩室 3 

憩室・腺腫 1 

憩室症 1 

痔核 1 

痔核・憩室・過形成性ポリープ 1 

上行結腸腺腫 1 

診断名なし 42 

 

精検結果 件数 

腺腫 2 

早期大腸癌疑い 1 

大腸ポリープ 10 

大腸ポリープ（ｍ癌と腺腫） 1 

大腸憩室 2 

大腸憩室・痔核 1 

大腸憩室・大腸腺腫 1 

大腸腺腫 1 

大腸腺腫：低異型管状腺腫 1 

大腸腺腫 3mm 1 

第 2 度痔核 1 

直腸にリンパ濾胞 1 

直腸炎 1 

直腸炎型 UC 1 

内痔核 4 

放射線性直腸炎 1 

良性ポリープ 1 

良性腺腫ポリープ 2 ヶ 1 

合計（延べ数） 116 
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(5)悪性疾患詳細 

コース 性別 年齢 所見内容 受診先 診断名・経過 

人間ドック 
男性 59 

大腸ポリープ 

ｍ癌と腺腫 

松島クリニッ

ク 

内視鏡的大腸ポリープ切除

術を施行 

男性 71 
早期大腸癌疑

い 

大倉山記念病

院 
労災病院紹介 

人間ドック

以外 
女性 75 

横行結腸癌

stageⅡ 
神奈川県病院 腹腔鏡下結腸切除術施行 

 

5）大腸内視鏡検査 

(1) 大腸内視鏡 年齢区分 

 
(2) 大腸内視鏡 判定内訳 

 
 

 

 

0

5
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31-40 41-50 51-60 61-70 71-80

男 女

異常なし

44.1%

軽度異常

32.2%

経過観察（１年）

15.3%

要治療

6.8%

要精査

1.7%

異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年）

要治療

要精査
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(3)年度別 大腸内視鏡検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 59 5 8.5 3 60.0 0 0 0 

 

(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
 

(5)悪性疾患詳細 

・悪性所見なし 

  

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

結腸憩室 2 記載なし 1 経過観察 1

腺腫 4 脂肪腫・結腸憩室 1 受診報告 1

盲腸隆起性病変 1 大腸ポリープ切除 1 要治療 1

合計（延べ数） 7 合計（延べ数） 3 合計 3
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6）腹部超音波検査 

(1) 腹部超音波検査 年齢区分 

 
 

(2) 腹部超音波検査 判定内訳 

 
 

(3)年度別 腹部超音波検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 2,398 194 8.1 103 53.1 0 0 0 
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男 女

異常なし

14.2%

軽度異常

24.2%

経過観察（６ヶ月）

0.7%

経過観察（１

年）

52.4%

要精査

8.0%

治療中

0.5%

異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年）

要治療

要精査

治療中
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
(5)悪性疾患詳細 

・悪性所見報告なし 

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

その他 前立腺肥大 125 異常なし 20 異常なし 27

大動脈石灰化 18 記載なし 16 経過観察 23

肝外胆管拡張 14 前立腺肥大症 11 治療中 5

リンパ節腫大 5 前立腺肥大 5 要精密検査 4

右腸骨動脈瘤 1 軽度前立腺肥大症 2 治療不要 3

左副腎腫瘍 1 診断名なし 2 受診報告 3

左副腎腫瘤疑い 1 前立腺腫大 2 要治療 2

子宮病変 1 リンパ節腫大 1 記載なし 1

大動脈プラーク疑い 1 異常所見なし 1 治療の希望なし 1

腹腔内腫瘤疑い 1 右尿管結石症、前立腺肥大 1

腹腔内嚢胞 1 肝血管腫 1

軽度前立腺肥大 1

残尿軽度 1

前立腺軽度肥大 1

過活動膀胱 1

前立腺肥大症疑い 1

胆嚢結石術後胆嚢炎後 1

動脈硬化ハイリス 1

膵臓多発嚢胞 1

肝臓 肝硬変様変化 1 異常なし 2 異常なし 2

血管腫(＜20㎜) 3 肝血管腫 3 記載なし 2

血管腫(≧20㎜:C) 1 肝腫瘤・脂肪肝 1 経過観察 6

血管腫(≧20㎜:D2) 3 肝嚢胞 1 治療中 1

脂肪肝 11 肝嚢胞・脂肪肝・右腎血管筋脂肪腫 1 要精密検査 1

腫瘤像 15 記載なし 1

嚢胞 7 血管腫 1

肝硬変までの進展は見られず 1

良性結節 1

胆嚢 びまん性壁肥厚 1 記載なし 3 経過観察 1

びまん性壁肥厚 1 胆のう腺筋腫症疑い 1 要治療 2

ポリープ(径≧10.0) 3 胆石 1 要精密検査 5

ポリープ(径5～9.9㎜) 1 胆嚢ポリープ 1

ポリ－プ(径<5.0㎜) 2 胆嚢腺筋症 1

結石（非充満型） 4 胆嚢腺筋症（限局型 1

限局性肥厚 4

腫大 2

腫瘤像 1

描出不能 1

膵臓 膵管拡張(径≧3㎜) 13 C型慢性肝炎 1 異常なし 5

膵実質エコーレベル上昇 4 記載なし 2 経過観察 1

腫瘤像 3 異常なし 5 受診報告 1

嚢胞 2 要治療 1

腫瘤像 1

脾臓 腫瘤像 2 記載なし 2 経過観察 1

副脾 1 要精密検査 1

腫大傾向 1

腎臓 サイズの左右差 2 記載なし 2 経過観察 1

結石、石灰化像 2 腫瘤なし 1 治療中 1

手術後 1 要精密検査 1

腫瘤像 4

小石灰化または結石 2

腎盂拡張 2

嚢胞 1

描出不良・不明 1

合計（延べ数） 272 合計（延べ数） 103 合計 102
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7）PSA検査 

(1) PSA年齢区分 

 
 

(2) PSA判定内訳 

 
 

 

(3)年度別 PSA 成績 

年度 受診者

総数 

（人） 

（A) 

精検対象

者数 

（人） 

（B) 

要精検率 

 

（％） 

（B/A) 

精検 

受診数 

（人） 

（C) 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B) 

癌 

発見数 

（人） 

（D) 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A) 

陽性反応的

中度 

（％） 

（D/B) 

2020 813 30 3.7 21 70.0 3 0.4 10.0 
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

精検結果 件数 
 

精検後の経過 件数 

記載なし 16 
 

異常なし 4 

軽度の前立腺肥大症 1 
 

記載なし 2 

前立腺癌 3 
 

経過観察 6 

前立腺肥大 1 
 

要治療 4 

  
  

要精密検査 5 

合計（延べ数） 21 
 

合計 21 

 

(5)悪性疾患詳細 

コース 性別 年齢 所見内容 受診先 診断名・経過 

人間ドック 男性 63 PSA高値 

前立腺癌 

神奈川

県病院 

治療のため東部病院紹

介 

人間ドック 

以外 

男性 75 PSA高値 

前立腺癌 

神奈川

県病院 

東部病院紹介・手術予

定 

男性 78 PSA高値 

前立腺癌 

神奈川

県病院 

東部病院で手術予定 
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8）眼底検査 

(1) 眼底検査 年齢区分 

 
 

(2) 眼底検査 判定内訳 

 
 

 

(3)年度別 眼底検査 成績 

年度 受診者総数 

（人） 

（A) 

精検対象者数 

（人） 

（B) 

要精検率 

（％） 

（B/A) 

精検受診数 

（人） 

（C) 

精検受診率 

（％） 

（C/B) 

2020 5465 359 6.6 132 36.7 
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
 

  

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

黄斑円孔 2 異常なし 26 異常なし 34

黄斑変性 4 記載なし 53 記載なし 30

近視眼底 2 HFA:両眼弓状欠損あり 1 経過観察 36

視神経乳頭陥凹拡大 77 黄斑上膜 1 治療中 21

光凝固術後 4 ごく初期の緑内障性視野変化あり 1 要治療 7

糖尿病網膜症 7 視神経乳頭陥没拡大 6 要精密検査 2

硬性白斑 1 眼底異常 1

視神経乳頭出血疑い 1

不同視・高眼圧症 1

乳頭下方に網膜出血(+) 1 網膜静脈分枝閉塞症 2

網脈絡膜萎縮 2

軟性白斑 5

乳頭部出血 7 網膜浮腫 1

白内障 1 黄斑前膜 1

白斑 1 強度近視 1

網膜出血 23 白内障 7

網膜上膜 8 近視性乱視 6

網膜神経線維層欠損 20 網膜裂孔 レーザー治療後 1

網膜静脈分枝閉塞症 13 眼瞼下垂症 1

網膜変性 3 緑内障疑い 3

網脈絡膜萎縮 2 高血圧性眼底 1

黄斑部の変化 1 高血圧性網膜症 1

血管の変化 1 高眼圧症 2

乳頭鼻側血管白線化 2 眼底異常 1

左翼状片 1

左網膜神経線維層欠損緑内障疑い 1

網膜中心静脈閉塞症 1

糖尿病網膜症 4

網膜血管硬化症 2

緑内障変性 1

網膜前膜 2

合計（延べ数） 188 合計（延べ数） 132 合計 130

右網膜前膜・両眼内レンズ挿

入眼・両嚢胞性黄斑浮腫
1

視神経乳頭下方網膜静脈分枝

閉塞症
1
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9）診察 

(1) 診察 年齢区分 

 
 

(2)診察 判定内訳 

 
 

(3)年度別 診察 成績 

年度 受診者総

数 

（人） 

（A) 

精検対象

者数 

（人） 

（B) 

要精検率 

 

（％） 

（B/A) 

精検受診

数 

（人） 

（C) 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B) 

癌発見数 

（人） 

（D) 

癌発見率 

（％） 

（D/A) 

陽性反応 

適中率 

（％） 

（D/B) 

2020 6195 96 1.5 68 70.8 3 0.0 3.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

210

504

723
837

564

310

23 1

232

592

838

611
479

252

17 2
0

500

1000

30歳以下 31-40 41-50 51-60 61-70 71-80 81-90 91-100

男 女

異常なし

96%

軽度異常

1%

経過観察（１年）

1%

要精査

2% 異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年）

要治療

要精査

治療中
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 

 
 

（5）悪性疾患詳細 

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

下肢発疹 1 記載なし 44 異常なし 13

階段時息切れ 1 狭心症 1 記載なし 3

軽度甲状腺腫大あり 1 心雑音・心電図異常 1 経過観察 14

結膜（貧血） 3 大動脈弁狭窄症 2 治療中 10

呼吸器音異常 3 甲状腺腫大疑い 1 受診報告 4

呼吸器音異常（右吸気時） 1 軽度左室流出路狭窄 1 要治療 6

甲状腺腫 1 正球性貧血 1 要精密検査 18

甲状腺腫（軽度腫大） 1 左乳腺腫瘍 1 合計 68

甲状腺腫疑い 1 心雑音、高血圧症、便秘症 1

甲状腺腫大 2 心電図異常 1

甲状腺腫大疑い 1 心臓弁膜症 2

左側甲状腺腫(通院中) 1 不整脈 2

左乳腺腫瘍 1 甲状腺腫大 3

心雑音 22 腹膜癌 1

心雑音（収縮期　胸骨左縁第Ⅱ肋間）1 高血圧、脂質異常症、両側頸動脈プラーク 1

心雑音（収縮期） 4 左側呼吸音低下 1

心雑音（収縮期）　心尖部 1 軽度三尖弁閉鎖不全症 1

心雑音（収縮期雑音） 1 心雑音 1

心雑音（心収縮期雑音） 1 膀胱腫瘍 1

心雑音（全収縮期雑音） 1 呼吸器音異常 1

心雑音（第2肋間胸骨右縁） 1 合計（延べ数） 68

心雑音収縮期 1

心不全 1

汎収縮期心雑音 1

不整脈 11

不整脈（心房細動） 1

腹痛 1

腹壁ヘルニア 1

両眼球突出 1

合計（延べ数） 68

 年齢 性別 所見 受診先 診断名 

ドック以外 40 女性 左乳腺腫瘍 神奈川県病院 左 EA領域乳癌 T2N0 

69 女性 腹部膨満・便秘 神奈川県病院 
腹膜癌 がんセンター

紹介 

71 男性 結膜（貧血） 神奈川県病院 膀胱腫瘍でオペ予定 
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10）心電図検査 

(1) 心電図 年齢区分 

 
 

(2) 心電図 判定内訳 

 
 

(3)年度別 心電図 成績 

年度 受診者総数 

（人） 

（A) 

精検対象者数 

（人） 

（B) 

要精検率 

（％） 

（B/A) 

精検受診数 

（人） 

（C) 

精検受診率 

（％） 

（C/B) 

2020 5092 336 6.6 173 51.5 
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449

681

806

469
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17 1

134

421

705

513

337

166
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0
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30歳以下 31-40 41-50 51-60 61-70 71-80 81-90 91-100

男 女

異常なし

68%

軽度異常

19%

経過観察（１年）

7%

要精査

6%

異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年）

要治療

要精査

治療中
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

Coved型ST上昇（右胸部）

Saddleback型ST上昇（右胸部）不

完全右脚ブロック　高電位(左室に

対応する誘導）

異常なし 1 異常なし 1

Coved型軽度ST上昇（右胸部） 記載なし 1 経過観察 1

ＱＴ延長 1 記載なし 1 異常なし 1

Ｒ波の増高不良 33 異常なし 15 異常なし 18

Ｒ波の増高不良　ＰＲ延長 2 記載なし 30 経過観察 15

Ｒ波の増高不良　ＰＲ延長　低電位差（四肢誘導） 1 WNL 1 治療中 2

Ｒ波の増高不良　ＲＳＲ’パタ－ン 1 時計方向回転 1 要治療 1

Ｒ波の増高不良　Ｓ1、Ｓ2、Ｓ3 パタ－ン 1 心機能良好 1 要精密検査 1

Ｒ波の増高不良　陰性Ｔ 1 心臓弁膜症 1 記載なし 12

Ｒ波の増高不良　右軸偏位 2

心電図異常（V2･3誘導r波

増高不良）、肺動脈弁閉鎖

不全症、僧帽弁逸脱

1 禁煙指導 1

Ｒ波の増高不良　軽度ＳＴ-Ｔ異常 1 中等度の大動脈弁逆流症 1 受診報告 1

Ｒ波の増高不良　軽度ＳＴ-Ｔ異常　低電位差（四肢誘導） 1

Ｒ波の増高不良　軽度な左室肥大 1

Ｒ波の増高不良　左軸偏位 1

Ｒ波の増高不良　低電位差（胸部誘導） 1

Ｒ波の増高不良　低電位差（四肢誘導）　軽度な左軸偏位 1

Ｒ波の増高不良 洞徐脈 2

Ｒ波の増高不良 不完全右脚ブロック 1

Ｒ波の増高不良　平低Ｔ 1

R波減高 1 記載なし 2 記載なし 1

R波減高  低電位差（四肢誘

導） 低電位差（胸部誘導）

軽度な左軸偏位

1 治療中 1

Saddleback型ST上昇（右胸部）

Coved型軽度ST上昇（右胸部) 不完

全右脚ブロック

記載なし 2 記載なし 1

Saddleback型ST上昇（右胸部）Ｒ

ＳＲ’パタ－ン
精査予定 1 経過観察 1

Saddleback型ST上昇（右胸部）不

完全右脚ブロック
要精密検査 1

ＳＴ-Ｔ異常 5 記載なし 6 記載なし 3

ＳＴ-Ｔ異常　軽度な左軸偏

位
2 異常なし 1 経過観察 4

ＳＴ-Ｔ異常　低電位差（四

肢誘導）
1 狭心症 1 治療中 1

ＷＰＷ症候群の疑い（Ｂ型） 1 記載なし 1 記載なし 1

ブルガタ型 不完全右脚ブロック 1 精査予定 1 要精密検査 1

2

3
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所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

陰性Ｔ 記載なし 2 記載なし 3

陰性Ｔ　平低Ｔ 異常なし 1

陰性Ｔ　平低Ｔ　軽度な左軸偏位

下壁梗塞 記載なし 4 異常なし 2

下壁梗塞　高位後壁梗塞の可能性 異常なし 1 治療中 3

下壁梗塞　高位後壁梗塞の可能性　陰性Ｔ　平低Ｔ　平低Ｔ 心臓弁膜症 1 経過観察 2

下壁梗塞の可能性 心機能良好 1

下壁梗塞の可能性 洞頻脈

完全右脚ブロック　ＱＴ延長　左軸

偏位
記載なし 4 経過観察 3

完全右脚ブロック　ＱＴ延長　左軸

偏位　高電位(左室に対応する誘

導）

異常なし 2 治療中 1

完全右脚ブロック　ブルガタ型ST

上昇（coved型）
記載なし 2

完全右脚ブロック　下壁梗塞の疑い

軽度ＳＴ-Ｔ異常

完全右脚ブロック　左室肥大　ＳＴ

-Ｔ異常　軽度なＱＴ延長

完全右脚ブロック、左室肥大、ＱＴ

延長、ＳＴ-Ｔ異常

完全左脚ブロック 完全左脚ブロック 1 経過観察 1

完全左脚ブロック　ＰＲ延長 記載なし 2 記載なし 2

完全左脚ブロック　急性の前

壁梗塞　左軸偏位
労作性狭心症、心臓弁膜症 1 治療中 1

境界域Ｑ波　ＰＲ延長　軽度

な左軸偏位
1 記載なし 1 記載なし 1

軽度ＳＴ-Ｔ異常 記載なし 2 経過観察 3

軽度ＳＴ-Ｔ異常　軽度な左

軸偏位
心電図異常 1 要治療 1

ST低下 1

高位後壁梗塞の疑い 1 追加の検査不要 1 経過観察 1

高度な徐脈 完全右脚ブロック

左軸偏位
1 記載なし 1 異常なし 1

左脚前枝ブロック 記載なし 1 異常なし 1

左脚前枝ブロック疑い 異常なし 1 経過観察 1

左室高電位 1 心電図非特異的所見 1 異常なし 1

左室肥大　ＳＴ-Ｔ異常 記載なし 5 経過観察 5

左室肥大　ＳＴ-Ｔ異常　軽度ＳＴ上昇 高血圧症 1 治療中 1

左室肥大　陰性Ｔ　平低Ｔ 大動脈二尖弁 1 記載なし 2

左室肥大 巨大陰性Ｔ  ＳＴ-Ｔ異常 洞徐脈 胸部誘導陰性T波、TTE正常 1

左室肥大　軽度ＳＴ-Ｔ異常の疑い

左室肥大 洞徐脈

2

8

6

4

4

3

7
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所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

上室期外収縮 陰性Ｔ 平低Ｔ 軽度な左軸偏位 慢性心不全 1 健診継続 1

上室期外収縮ショ－トラン 記載なし 1 異常なし 1

心室期外収縮 2 記載なし 3 記載なし 3

心室期外収縮（頻発） 2 器質的異常なし 1 経過観察 1

心室期外収縮二連発 Ｒ波の

増高不良 低電位差（四肢誘

導）頻発性上室性期外収派

1 発作性心房細動 1 治療中 1

心房細動 アブレーション適応 1 記載なし 8

心房細動 完全右脚ブロック 右軸偏位 記載なし 16 経過観察 2

心房細動 完全右脚ブロック 不定軸 心房細動 1 治療中 9

心房細動 軽度ＳＴ-Ｔ異常 軽度な左軸

偏位
心房粗動 1 要治療 1

心房細動 心室期外収縮 ＳＴ-Ｔ異常 非弁膜症心房細動 2 異常なし 1

心房細動 前壁中隔梗塞 平低Ｔ

心房細動 頻脈 軽度ＳＴ-Ｔ異常の疑い

高電位(左室に対応する誘導）

心房細動 頻脈 低電位差（四肢誘導）

心房細動 平低Ｔ  完全右脚ブロック 高

電位(左室に対応する誘導）

心房細動 平低Ｔ 低電位差（四肢誘導）

前壁梗塞の疑い 1 記載なし 13 記載なし 4

前壁中隔梗塞 2 異常なし 3 異常なし 5

前壁中隔梗塞 陰性Ｔ 平低Ｔ 低電位差

（四肢誘導）
1 心筋虚血は否定的 1 治療中 2

前壁中隔梗塞の可能性 洞徐脈 低電位差

（四肢誘導）
1 経過観察 4

前壁中隔梗塞の疑い 10 要精密検査 1

前壁中隔梗塞の疑い　ＰＲ延長 1 受診報告 1

前壁中隔梗塞の疑い 軽度な左軸偏位 平

低Ｔ
1

側壁梗塞の可能性 左室肥大 ＳＴ-Ｔ異

常
1 記載なし 1 経過観察 1

洞徐脈 3 記載なし 5 異常なし 3

洞徐脈 高電位(左室に対応する誘導） 1 洞性徐脈心電図正常範囲以内 1 記載なし 1

洞頻脈 3 心不全症状なし 1 経過観察 3

平低Ｔ 9 異常なし 2 異常なし 5

平低Ｔ 洞徐脈 軽度な左軸偏位 1 記載なし 8 記載なし 3

平低Ｔ 洞頻脈 1 心機能良好 1 経過観察 2

平低Ｔ 房室ブロックI度 2 心電図異常 1 治療中 3

高血圧の影響と開心術後の影響所見 1

合計（延べ数） 173 合計（延べ数） 173 合計 173

2

21
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11）腎機能 

(1) 腎臓 年齢区分 

 
 

(2) 腎臓 判定内訳 

 
 

(3)年度別 腎臓 成績 

年度 受診者

総数 

（人） 

（A) 

精検対象

者数 

（人） 

（B) 

要精検率 

 

（％） 

（B/A) 

精検受診

数 

（人） 

（C) 

精検受診

率 

（％） 

（C/B) 

癌発見数 

（人） 

（D) 

癌発見率 

（％） 

（D/A) 

陽性反応

的中率 

（％） 

（D/B) 

2020 5374 94 1.7 52 55.3 1 0.0 1.1 
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15%
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11%
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1%
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異常なし

軽度異常
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要治療

要精査
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 

 
 

(5)悪性疾患詳細 

コース 性別 年齢 所見内容 受診先 診断名・経過 

人間ドック

以外 
男性 66 

Cr1.69mg/dl 

GFR＝

33ml/min 

神奈川県病院 

→東部病院 

右腎癌（淡明細胞癌） 

2020年 12月右腎部分

摘除術施行 

 

12）MRI・MRA検査 

(1) MRI・MRA検査 年齢区分 

 
 

精検結果 件数 精検後の経過 件数

右腎癌 1 異常なし 3

記載なし 43 記載なし 2

高尿酸血症 1 経過観察 15

腎移植後 1 治療中 27

腎機能障害 1 受診報告 1

慢性腎臓病 1 要治療 2

慢性腎臓病Ｇ３ 1 要精密検査 2

慢性腎臓病ステージG4 1

慢性腎不全 2

合計（延べ数） 52 合計 52
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(2) MRI・MRA検査判定内訳 

①MRI 

 
 

③ MRA 

 
 

(3)年度別 脳検査 成績 

①MRI 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 311 12 3.9 8 66.7 0 0 0 

 

異常なし

65.6%軽度異常

21.2%

経過観察（１年以

内）

9.3%

要治療

1.3%

要精査

2.6%

異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年以内）

要治療

要精査

異常なし

89.7%

軽度異常

3.5%

経過観察（１年以

内）

2.6%

要精査

4.2%

異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年以内）

要治療

要精査
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②MRA 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 311 13 4.2 9 69.2 0 0 0 

 

(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

①MRI 

 
 

②MRA 

 
  

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

右小脳半球海綿状血管腫 1 小脳海綿状血管腫 1 要精密検査 1

右側頭葉先端に陳旧性出血 1 右中頭蓋窩硬膜動静脈瘻の疑い 1 要治療 1
後頭蓋窩硬膜動静脈瘻 1 硬膜動静脈瘻疑い 1 要治療 1
左上顎洞炎 1 左上顎洞炎 1 要治療 1
左前頭洞の副鼻腔炎 1
副鼻腔炎 1
両側副鼻腔炎 2 慢性副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎 1 要治療 1
下垂体部腫瘍の疑い　左中頭蓋窩く
も膜のう胞疑い

1 下垂体嚢胞 1 要治療 1

左中頭蓋窩くも膜のう胞　左後頭部
皮下腫瘤

1

陳旧性脳梗塞　微小出血あり　右上
顎洞術後

1 記載なし 1 経過観察 1

両側大脳白質病変　陳旧性小梗塞
右橋小梗塞　左小脳微小出血

1 無症状性多発ラクナ 1 経過観察 1

合計（延べ数） 12 合計（延べ数） 8 合計 8

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

右中大脳動脈動脈瘤（疑） 1

右椎骨動脈脳動脈瘤の疑い 1
左前大脳動脈脳動脈瘤（疑い） 1
左前大脳動脈瘤の疑い 1 左前大脳動脈瘤疑い 1 要精密検査 1
左内頚動脈脳動脈瘤 1 左ＩＣ未破裂脳動脈瘤 1 要治療 1
左内頚動脈末破裂動脈瘤 1 未破裂動脈瘤 1 要治療 1
前交通動脈動脈瘤疑い 1 前交通動脈瘤疑い 1 要精密検査 1
脳動静脈奇形疑い 1 右中頭蓋窩硬膜動静脈瘻の疑い 1 要治療 1
両側内頚動脈脳動脈瘤 1 右内頚動脈3ｍｍ動脈瘤 1 経過観察 1
左内頸動脈‐後交通動脈　動脈瘤疑
い

1 記載なし 1 要精密検査 1

右内頚動脈瘤　右内頚動脈瘤 1
右内頚動脈、後交通動脈分岐部　脳
動脈瘤

1 未破裂動脈瘤 1 要治療 1

左後下小脳動脈は発達しているが
拡張した静脈は見られない

1 硬膜動静脈瘻疑い 1 要治療 1

合計（延べ数） 13 合計（延べ数） 9 合計 9
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(5)脳動脈瘤等詳細 

コース 性別 年齢 所見内容 診断名 精検結果 
精検後の経

過 

人間 

ドック 

男性 69 

脳動静脈奇形疑い 

右側頭葉先端に陳

旧性出血 

右中頭蓋窩硬

膜動静脈瘻の

疑い 

右中頭蓋窩硬

膜動静脈瘻の

疑い 

要治療 

女性 59 
左前大脳動脈瘤の

疑い 

左前大脳動脈

瘤疑い 

左前大脳動脈

瘤疑い 
要精密検査 

男性 54 

左内頸動脈‐後交

通動脈 動脈瘤疑

い 

記載なし 記載なし 要精密検査 

女性 53 
左内頚動脈脳動脈

瘤 

左ＩＣ未破裂

脳動脈瘤 

左ＩＣ未破裂

脳動脈瘤 
要治療 

男性 63 
両側内頚動脈脳動

脈瘤 

右内頚動脈 2

ｍｍ動脈瘤 

右内頚動脈 3ｍ

ｍ動脈瘤 
経過観察 

女性 58 
前交通動脈 動脈

瘤疑い 

前交通動脈瘤

疑い 

前交通動脈瘤

疑い 
要精密検査 

女性 61 

右内頚動脈、後交通

動脈分岐部 脳動

脈瘤 

未破裂動脈瘤 未破裂動脈瘤 要治療 

新脳 

ドック 
女性 45 

後頭蓋窩硬膜動静

脈瘻 左後下小脳

動脈の発達 

硬膜動静脈瘻

疑い 

硬膜動静脈瘻

疑い 
要治療 

ドック

以外 
女性 64 

左内頚動脈末破裂

動脈瘤 
未破裂動脈瘤 未破裂動脈瘤 要治療 
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13）頸動脈検査 

(1) 頚動脈検査 年齢区分 

 
 

(2) 頚動脈検査 判定内訳 

 
 

(3)年度別 頚動脈検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

2020 206 3 1.5 2 66.7 
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36.4%
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59.7%

経過観察（１年以内）

2.4%

要治療

0.5%

要精査

1.0%

異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年以内）

要治療

要精査
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
 

(5)悪性疾患詳細 

コース 年齢 検査内容 所見 受診先 受診後の経過 

人間ドック 58 
頚動脈エコー：甲状

腺腫 

横浜南共済病

院 

左甲状腺嚢胞がん 切除

術 

 

 

14）肺 CT 

(1) 肺 CT 年齢区分 

 
 

(2) 肺 CT 判定内訳 

 

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

右甲状腺腫 1 甲状腺腫瘍 1 要精密検査 1

軽度動脈硬化性変化 1 記載なし 1 異常なし 1
左内頚動脈中～高度狭窄 1

合計（延べ数） 3 合計（延べ数） 2 合計 2

2

39

68

124

57

115

31

54
43

26

2

0

50

100

150
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44%

軽度異常

9%

経過観察（1

年）

41%

要精査

6%

異常なし

軽度異常

経過観察（6ヶ月）

経過観察（1年）

要治療

要精査

治療中
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(3)年度別 肺 CT 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 462 26 5.6 14 53.8 1 0.2 3.8 

 

(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
 

(5)悪性疾患詳細 

コース 性別 年齢 経過 

人間ドック 男性 64 
左上葉肺腺癌：腹腔鏡下左上葉切除術施行。 

術後経過良好。 

 

  

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

気管支肺炎 1 記載なし 6 異常なし 1

小結節、小結節影 6 右上下葉GGO 1 記載なし 3
結節影 2 右肺上葉類上皮肉芽腫 1 経過観察 4
縦隔腫瘤 1 気管憩室疑い 1 治療中 2
肺炎 1 気管支閉鎖の疑い 1 要精密検査 4
過膨張 1 限局性GGO 1
軟部腫瘍 1 左上葉肺腺癌 1
気管憩室疑 1 慢性的な炎症の可能性 1
甲状腺腫大 1
肺腫瘤疑い 1
肺炎疑い 1
浸潤影 1
上縦隔気管憩室疑 1
肺気腫 1
気腫性変化 1
肺気腫 1
陳旧性炎症像 2
気管支閉鎖症疑 1
右奇静脈葉 1
スリガラス陰影 6
異常影 1
陳旧性炎症性変化 1
腫瘤影 1
心拡大 1
間質性肺炎疑 1
リンパ節腫大 2

合計（延べ数） 39 合計（延べ数） 14 合計 14
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15）乳がん検査 

(1) 乳がん検査 年齢区分 

 
 

(2) 乳がん検査 判定内訳 

 
 

 

(3)年度別 乳がん検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 1375 60 4.4 48 80.0 5 0.4 8.3 
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 

 
 

(5)悪性疾患詳細 

年齢 
検査内容 

受診後の経過 
所見 

40 

・MMG：乳腺散剤 腫瘤 多角形 境界不明瞭 東部病院受診 

・US：なし 左 EA領域乳癌 T2N0M0 

・診察時所見：左乳腺腫瘍   

65 乳房触診で、左乳腺腫瘤 

東部病院受診 

左 D領域乳癌 T1N0M0 

68 

・MMG：乳腺散在、左 Mに集簇性石灰化を認め、Cat-3判断 
左 AC領域乳癌 

TisN0M0 

・US：施行なし 
左 M I 淡く不明瞭な石

灰化集簇 

86 
・MMG：乳腺散在、左 L-Iに Cat-5腫瘤 東部病院受診 

・US：左中央部乳がん（T2N1Mx) 左 E領域乳癌 T2N1MX 

59 

・MMG：乳腺散在、右 M-Oにスピキュラを伴う高濃度多角形腫瘤を認め、Cat-5

判断 
東部病院受診 

・US：施行なし ClassⅤ 

  右 C領域乳癌 T1N0M0 

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

腫瘤 1 記載なし 12 記載なし 4

石灰化 1 陰性 1 異常なし 8
乳腺散在 24 線維腺腫 2 経過観察 16
乳腺腫瘤 1 石灰化 2 治療中 1

不均一高濃度乳腺 15 乳癌 4 終診 1
線維腺腫/充実性病変 1 乳腺腫瘤 2 要治療 4

乳腺症 5 要精密検査 1
乳腺嚢胞 7 受診報告 1

腺腫か脂肪腫 1

合計（延べ数） 43 合計（延べ数） 36 合計 36

マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

FA 2 FA 1 経過観察 16

乳がん 1 IDP 1 受診報告 1
腫瘤 4 記載なし 5 要治療 1

充実性病 2 繊維腺腫 3 記載なし 4
低エコー腫瘤 5 腺腫か脂肪腫 1 異常なし 5
低エコー病変 1 乳腺腫瘤 3
低エコー領域 9 乳腺症 7
点状小エコー 1 乳腺線維腺腫 1
内部エコー 1 乳癌 1
乳管拡張 2 嚢胞 4
乳管内病変 1
嚢胞 3

嚢胞性病変 1

合計（延べ数） 33 合計（延べ数） 27 合計 27

乳
房
超
音
波
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16）子宮がん検査 

(1) 子宮がん検査 年齢区分 

 
 

(2) 子宮がん検査 判定内訳 

 
 

(3)年度別 子宮がん検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 440 26 5.9 19 73.1 0 0 0 
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 

 
 

(5)悪性疾患詳細 

なし 

  

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

ASCーUS 2 記載無し 1 経過観察 3

LSIL 2 子宮頸管軽度異形成 1 要精密検査 1

子宮頸部細胞診ASC-US 1

中等度異形成 1

合計（延べ数） 4 合計（延べ数） 4 合計 4

細胞診

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

頚管ポリープ 8 化生細胞は良性 1 経過観察 5

子宮筋腫 11 切除実施 1 要治療 3

子宮腫大 1 異常なし 1 異常なし 1

カンジダ膣炎 3 記載無し 4 受診報告 4

筋腫様子宮 1 巨大子宮筋腫 1 治療中 1

不正出血 1 頚管ポリープ 1 要精密検査 1

卵巣のう腫 1 粘膜下筋腫 1

子宮筋腫 3

不正性器出血 1

子宮腺筋症 4

合計（延べ数） 26 合計（延べ数） 18 合計 15

内診
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17）骨密度 

(1) 骨密度 年齢区分 

 
 

(2) 骨密度 判定内訳 

 
 

(3)年度別 骨密度 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

2020 95 25 26.3 18 72.0 

 

  

0

3 2

5
3 2

0 00

4

15

18

31

12

0 0
0

5

10

15

20

25

30

35

30歳以下 31-40 41-50 51-60 61-70 71-80 81-90 91-100

男 女

異常なし

70%

経過観察（１年）
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治療中

1%
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 
 

 

 

 

 

18）ABI 検査 

(1) ABI 検査 年齢区分 

 
  

所見内容 件数 精検結果 件数 精検後の経過 件数

骨量減少 16 異常なし 1 異常なし 1

骨粗鬆症 9 記載なし 6 経過観察 11

骨粗鬆症 7 治療中 4

骨粗鬆症　ブシャー結節（手指）

膝変形性関節症にて加療予定
1 要治療 2

骨粗鬆症、胸椎圧迫骨折、腰椎圧迫

骨折
1

骨量低下 2

合計（延べ数） 25 合計（延べ数） 18 合計 18

0

10

23

42

12

8

2
00

8
11

17

23

16

2
0

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

30歳以下 31-40 41-50 51-60 61-70 71-80 81-90 91-100

男 女



44 

 

(2) ABI 検査 判定内訳 

①ABI（足関節上腕血圧比） 

 
 

②PWV（脈波伝播速度） 

 
 

(3)年度別 ABI 成績 

①ABI（足関節上腕血圧比） 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

2020 174 1 0.6 1 100.0 

異常なし

99%

要治療

1%

異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年）

要治療

要精査

治療中

異常なし

57%
軽度異常

12%

経過観察

（１年）

17%

要精査

14% 異常なし

軽度異常

経過観察（６ヶ月）

経過観察（１年）

要治療

要精査

治療中
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②PWV（脈波伝播速度） 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

2020 174 25 14.4 16 64.0 

 

(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

①ABI（足関節上腕血圧比） 

 
 

②PWV（脈波伝播速度） 

 
  

ABI　所見内訳

精検結果 件数 精検後の経過 件数

記載なし 1 異常なし 1

合計（延べ数） 1 合計 1

PWV　所見内訳

精検結果 件数 精検後の経過 件数

異常なし 1 異常なし 3

心電図異常・血圧脈波検査異常 1 経過観察 4

脳萎縮 1 要治療 6

記載なし 22 治療中 1

受診報告 1

記載なし 10

合計（延べ数） 25 合計 25
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19）聴力検査 

(1) 聴力検査 年齢区分 

 
(2) 聴力検査 判定内訳 

 
 

(3)年度別 聴力検査 成績 

年度 受診者 

総数 

（人） 

（A） 

精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

要精検率 

 

（％） 

（B/A） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

癌 

発見数 

（人） 

（D） 

癌 

発見率 

（％） 

（D/A） 

陽性反応 

適中度 

（％） 

（D/B） 

2020 4955 301 6.1 79 26.2 0 0.0 0.0 
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(4）健診時所見内訳と精検結果および精検後の経過 

 

精検結果 件数 精検後の経過 件数

異常なし 12 異常なし 17

加齢性感音難聴 1 記載なし 25

加齢性難聴 2 経過観察 27

加齢性変化 6 治療中 4

加齢変化 1 要治療 6

感音難聴 14

感音難聴・加齢性難聴 1

感音難聴・年齢相応の変化 1

記載なし 22

軽度の感音難聴 1

軽度難聴 1

高温斬傾型感音難聴・年齢変化 1

高音域感音性難聴 1

高音障害型感音難聴、加齢性病変に伴う難聴 1

高音聴力低下 1

高音難聴・加齢性変化 1

高音部感音難聴 2

騒音性難聴疑い 1

聴力低下 1

内耳難聴 1

難聴 2

難聴の疑い 1

年齢相応 1

両側性加齢変化 1

老人性難聴 1

老年性難聴の疑い 1

合計（延べ数） 79 合計 79
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20）生活習慣病関連 

(1) 生活習慣病関連 年齢区分 

(2) 生活習慣病関連 判定内訳 

 
 

(3)年度別 生活習慣病関連 要精検率（％） 

年度 糖代謝 脂質 血圧 

 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 

2020 10.7 4.2 7.6 8.2 5.4 6.9 6.2 2.3 4.3 

 

（4）生活習慣病関連の精検受診状況 

 2019年度 

 精検 

対象者数 

（人） 

（B） 

精検 

受診数 

（人） 

（C） 

精検 

受診率 

（％） 

（C/B） 

糖代謝 451 318 71 

脂質 407 154 38 

血圧 269 125 46 
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5.人間ドック健康相談・栄養相談 実績 

 健康相談・栄養相談ともに 40 代 50代男性の実施数が多かった。働き盛り世代に対する

健康問題や生活習慣に対する情報提供が必要と考える。 

ドック受診者の 98％の方に健康もしくは栄養相談の実施をすることができている。今後も

この実施率を維持することと、ドック以外の健診（生活習慣病健診など）の利用者について

も行動変容を促す関わり方を検討していく。 

（1）年齢区分 

①健康相談年齢区分 

 
 

②栄養相談年齢区分 

 
 

（2）実施率 

  健康相談 栄養相談 ドック人

数   人数 実施率 人数 実施率 

2018年度 1240 90.2% 100 7.3% 1375 

2019年度 1275 71.8% 416 23.4% 1777 

2020年度 942 63.3％ 409 27.4％ 1489 
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6.特定保健指導 実績 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、2019年度に比べ東振協特定保健指導の依頼件数

は減少したが、通常の特定保健指導の件数は増加している。 

 

  2018年度 2019年度 2020年度 

特定保健指導 

（通常実施） 

動機づけ支援 36 44 62 

積極的支援 9 15 10 

途中脱落 0 2 5 

計 45 59 72 

健診当日 

特定保健指導 

動機づけ支援   0 

積極的支援   2 

計   2 

東振協 

特定保健指導 

（初回面接のみ） 

訪問型 事業所のべ（件） 36 36 9 

保健指導数（人） 189 226 23 

来所 保健指導数（人） 23 28 20 

内訳 動機づけ支援 118 116 11 

積極的支援 94 133 32 

保健指導実施総数 255 298 115 
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